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関西で開かれたコントロー

ルローラ研修会。20名を超え

る参加者で、いろいろなケー

スについて考えました。 

 

尼崎での研修会 
今回は、兵庫県尼崎市にて開催され

たコントローラ講習会。 

 
大会コントローラの役割についての

話から始め、 

 ①規則類とその背景 

 ②クラス分けとコース設定 

 ③地図の現状 

 ④大会コントロール報告と討議 

 ⑤演習 

と内容が進められました。 

 

規則の用語統一など 
①の規則については、2013 年から取

り組んでいる用語の統一や、学連加盟

による改正などが説明されました。 

②のクラス分けの話では、競技者登

録数と公認大会の参加比率についいて

も提示されていました（右表）。これに

ついては、現在ＪＯＡで取り組んでい

る財政問題にも絡み、登録者をどうや

って増やすかと、その登録費の増加に

ついてどんな影響があるかも、考えさ

せられました。また、女子については、

絶対的な数が少ないのも、話題に上り

ました。 

 

伊豆大島での人の繋がり 
各大会の報告においては、伊豆大島

での「ジオパーク伊豆大島大会」での

渉外の様子が、報告されました。 

国立公園内での、特別区域などでど

のような対応が必要か、地元の人との

繋がりをどうしていくかという話では、

結局は、人と人の繋がりを作っていく

ことが大切だと言うことを改めて知ら

された思いがしました。 

この中で、地元からの人員動員をか

けずに、オリエンテーリング大会を開

催したことも好印象を与えたようで、

定期的な大会をという話もでたという

ことで、すごい成果だとおもいました。 

 
 

演習での考え方 

最後の演習では、色々な課題につい

て、コントローラと裁定委員となり、

どのように裁定を下すかを班に分かれ

て、シミュレートしました。 

上記の課題では、ステーションに記

録が残っているかを調べて救済できる

のならという話が出ました。しかし、

現在の規則ではカード自体に記録が残

っていなければ、ステーションに残っ

ていても失格となるようになっている

とうことを、このとき初めてしったと

いう参加者も多くいました。 

 

 
 

コントローラの役割は、文字通り大

会のコントロール。主催者の思いを受

けながら、全参加者に公平な競技とな

るように目を配ることが必要です。今

後も、色々な人がこういう講習には参

加して、どんなことに注意を払うべき

かを身につけてほしいと思います。 

（横田実） 

 

 

 第１回コントローラ研修会 
報告 

横田実 

平成 27年 6月 27日 兵庫県 尼崎市 


